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 令和元年度行政評価（平成３０年度施策）について、次のとおり報告する。 
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美深町行政評価町民委員会 委員長 齊 藤 宏 行 

 

美深町行政評価委員会 委員長 今 泉 和 司 

 

 

 

 



 

 



 

１ 評価の対象 

 第５次美深町総合計画に基づいた３１の施策を評価した。 

 

２ 評価の方法 

 １６８の事務事業からなる１０２の主要施策について、行政評価委員会から提出された評

価調書及び補足説明によって、３部会において担当する施策を４段階で評価した。 

 

※１ 行政評価町民委員会  委員長 齊 藤 宏 行、副委員長 佐 竹  仁 

（◎は部会長 ○は副部会長） 

福祉教育部会 ◎佐竹  仁 ○堀  博明 森元 康好 花井あゆみ 工藤 裕美 堂前 宏行  

産業経済部会 ◎齊藤 雄太 ○中西 忠幸 菅野 勝義  向井 朋博  久須田麻子 

環境行財政部会 ◎佐藤 智三 ○荒木 久恵 齊藤 宏行 木全 哲也   中瀬 真美 

 

※２ 行政評価委員会（行政内部）  委員長 今 泉 和 司、副委員長 草 野 孝 治 

（◎は部会長 ○は副部会長） 

福祉教育部会 ◎望 月 清 貴 ○後藤 裕 幸 田 澤   満 

産業経済部会 ◎杉本  力 ○川 端 秀 司 政 岡 英 司 

環境行財政部会 ◎玉 置 一 広 ○渡辺美由紀 草 野 孝 治 西 村 直 志 

 

※３ 三部会の評価施策数 

福祉教育部会 １２施策 〔４１主要施策（５９事務事業）〕 

産業経済部会 ６施策 〔１７主要施策（５０事務事業）〕 

環境行財政部会 １３施策 〔４４主要施策（５９事務事業）〕 

 

 ※４ 四段階評価 

   Ａ評価 取り組んでいる Ｂ評価 概ね取り組んでいる 

   Ｃ評価 一層の取り組みが必要 Ｄ評価 取り組みが見られない 

 

３ 評価の経過 

  美深町行政評価の実施に関する取扱要綱に基づき、令和元年７月２９日に第 1 回行政評

価委員会を開催以降、８月９日には第 1 回の行政評価町民委員会を開催し、次のとおり行

政評価を実施した。 

・ ５月１０日  １次(事務事業)評価調書作成  

・ ６月 ９日  ２次(主要施策)評価調書作成 

・ ７月２９日  第 1回行政評価委員会 

・ ８月 ９日  第 1回行政評価町民委員会 
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・ ８月 ９日  第１回各部会開催  （２次評価結果確認作業・３次評価） 

・ ８月２０日  第２回環境行財政部会（２次評価結果確認作業・３次評価） 

・ ８月２０日  第２回福祉教育部会 （２次評価結果確認作業・３次評価） 

・ ８月３０日  第２回行政評価町民委員会 

第２・３回各部会開催（３部会評価結果確認） 

４ 評価の結果 

３１施策のうちＡ評価は２１施策［６７．７％］(前年度：２３施策)、Ｂ評価は１０施策

［３２．３％］(前年度：８施策)、Ｃ評価、Ｄ評価はなかった(前年度もなし)。 

このようなことから、第５次美深町総合計画に基づく施策のほとんどは、取り組みがな

されている若しくは概ね取り組まれているものと評価できる。 

主要政策ごとに区分した施策の評価結果の概要については、以下のとおり。  

１自然環境と調和する安全・安心なまち「美深」 ２資源をいかす活力に満ちたまち「美深」 

１環境保全・環境衛生の推進 Ａ (Ａ) １農業の振興 Ｂ (Ｂ) 

２道路・交通網等の整備 Ａ (Ａ) ２林業の振興 Ａ (Ａ) 

３住宅の整備 Ｂ (Ｂ) ３商工業の振興 Ｂ (Ｂ) 

４計画的な土地利用 Ａ (Ａ) ４観光の振興 Ｂ (Ｂ) 

５消防・防災体制の充実 Ａ (Ａ) ５新たな地場産業の創出 Ａ (Ａ) 

６交通安全・防犯対策の推進 Ａ (Ａ) ６就労対策・勤労者福祉の充実 Ｂ (Ｂ) 

７情報化の推進 Ａ (Ａ)    

８消費生活対策の推進 Ａ (Ａ)    

３次代を創る人を育てるまち「美深」 ４健康で明るく暮らせるまち「美深」 

１幼児教育の充実 Ａ (Ａ) １健康づくり・医療の充実 Ｂ (Ｂ) 

２学校教育の充実 Ａ (Ａ) ２子育て支援の充実 Ａ (Ａ) 

３家庭・地域教育の充実 Ａ (Ａ) ３高齢者支援の充実 Ａ (Ａ) 

４社会教育の充実 Ｂ (Ａ) ４障がい者支援の充実 Ａ (Ａ) 

５芸術・文化活動の推進 Ｂ (Ａ) ５地域福祉の充実 Ａ (Ａ) 

６スポーツ活動の推進 Ａ (Ａ) ６社会保障の充実 Ａ (Ａ) 

５みんなでつくる心かようまち「美深」 集  計 

１住民主体のまちづくりの推進 Ａ (Ａ) Ａ評価 ２１施策［67.7％］ (２３施策) 

２コミュニティ活動の充実 Ａ (Ａ) Ｂ評価 １０施策［32.3％］ ( ８施策) 

３男女共同参画の推進 Ｂ (Ｂ) Ｃ評価 ０施策［   0％］ ( ０施策) 

４交流活動の推進 Ａ (Ａ) Ｄ評価 ０施策［   0％］ ( ０施策) 

５行政経営の充実 Ｂ (Ｂ) 計 ３１施策  

〈注〉 ( )書きは前年度の評価結果。 赤 は前年度よりも評価が下がったもの。 
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○ 自然環境と調和する安全・安心なまち「美深」 

環境保全・環境衛生の推進では、びふか温泉の木質バイオマスボイラー導入や美深中

学校における太陽光パネル設置により、温暖化の抑制と住民の環境保全意識は高まって

いる。 

有害鳥獣の被害防止対策については、30 年度「鳥獣被害対策実施隊」が組織され体制

の強化が図られている。 

中央簡易水道事業については、菊丘浄水場の建物・設備の改修等がすべて完了し、緊急

時の自家発電機も整備されたことから、非常時等の対応についても万全となり評価する。 

ごみ処理体制の充実については、30 年度から最終処分場の広域化や資源ごみの袋の変

更などがあったが、分別や処理に関する住民への周知が徹底され、住民の理解と協力が

得られていると評価する。引き続きごみの減量化を図るため、リサイクル等の資源有効

活用を図る取り組みを含め定期的な住民周知に努められたい。 

道路・交通網等の整備では、公共交通の充実について、仁宇布線のデマンドバスや町

内のフレんどバスを中心に、交通弱者の足として必要な運行体制は確保できており評価

できる。今後もサービスや利便性の向上のために、住民の意見や要望を反映した運行内

容の見直しや経費節減及び安定運行に努めてほしい。 

道路整備の推進では、財源の状況に合わせて計画的に進められていると評価する。 

人にやさしい道づくりでは、住民の要望は幅広く、全てを満たすことは難しいが、除雪

体制の民間委託が 2年目となり、効率的な除排雪作業に努められているものと評価する。

今後もサービスの低下がないよう運営管理を徹底されたい。 

住宅の整備では、公営住宅等の建物の老朽化や劣化防止対策について、適正な管理戸

数や課題の把握により計画的な維持管理や改修等が実施され、長寿命化が図られている。 

今後も耐久性の向上等を図るため、日常的な保守及び定期点検による効率的な維持管

理に努められたい。 

町有住宅の老朽化した住宅などは、解体の検討を含め適正な管理に努められたい。 

移住住宅の推進については、移住につながった例もあり夏期の体験利用は順調である

が、冬期間の利用が少ないことから、良質な雪質や冬の厳しい環境など地域の特性を宣

伝材料に通年利用に向けてさらに努力されたい。 

計画的な土地利用では、危険家屋の対応について、管理者との協議により毎年数件の

解体が進んでおり、景観と生活環境の改善が進んでいると評価する。 

しかしながら、一方では人口減少とともに新たな危険家屋も発生していることから、

管理者への指導徹底と対策について検討を進められ、安全な市街地環境の形成を図られ

たい。 

河川環境整備においては、近年の気象状況による自然現象の変化は著しく、今後は従

来の考え方では対応できない状況も想定されることから、将来に向けた対策の検討を進

められたい。 

公園・緑地の整備では、平成 18年度から指定管理者により良好に管理されている。引

き続き、遊具等の安全管理には十分注意をされたい。 

消防・防災体制の充実では、消防・防災体制の充実について、消火栓等の更新･整備が
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計画的に進められているとともに、災害出動等における近隣市町村との応援体制の構築、

職員の専門知識や技術の習得が引き続き図られており、災害等による被害軽減及び人命

救助活動により迅速に対処されるものと評価する。 

消防団の充実では、団員の高齢化が課題となっているが、対策として機器などの装備

を軽量化し負担軽減を図るほか、新たな団員の確保も行われ訓練も定期的に実施される

など、体制維持に取り組まれているものと評価する。今後も若い団員および女性団員の

確保と人材育成に努められたい。 

防災体制の強化については、備蓄品の計画的な補充や自治会単位での防災訓練の実施、

ハザードマップの更新などにより体制強化が図られている。 

交通安全・防犯対策の推進では、交通安全指導や地域安全運動について、住民と警察

や関係機関が連携し、日常的に効果的な運動が推進されており、住民の交通安全・防犯等

に関する意識は高く、取り組みの成果として評価できる。 

特殊詐欺に関し様々な手法・手段により被害の事例が報告されていることから、引き

続き防災情報端末機や町のホームページ、広報誌などで注意喚起を図られたい。 

経験豊富な交通安全指導員の高齢化が進んでおり、交通安全指導の継続した体制維持

のために、新たな人材の育成と確保を図られたい。 

また、防犯対策の推進では、計画的な街路灯改修事業が 29年度で完了し、防犯環境の

改善が図られており評価できるが、電気料金の値上がり等により維持費が増加傾向にあ

ることから、街灯設置個所の精査を図られたい。 

情報化の推進では、情報化の推進について、全町に整備された防災情報端末機により、

行政情報や商業広告など多様な情報提供の充実が図られ、町民にも情報伝達手段として

定着しており評価できる。 

ただし、発信内容や方法にばらつきがあることから、統一した発信の仕方に指導等が

必要である。 

また、現システムの保守期限完了による新年度の更新にあたっては、高齢者等に使い

やすく、課題のあった停電時の情報発信などにも対応できるよう進められたい。 

消費生活対策の推進では、消費生活相談体制について、近隣５市町村により専門相談

員を配置し広域消費生活相談窓口が開設されているほか、警察における専門窓口や金融

機関との連携など、悪質化・巧妙化する消費犯罪等に対する相談体制が強化されており

評価する。 

引き続き、相談体制の強化と合わせて相談窓口の住民周知を徹底されたい。 

消費生活に関する情報提供・啓発活動の推進では、防災情報端末機を活用した迅速な

情報提供や町広報誌などで啓発がなされており、引き続き身近な犯罪への防止対策に取

り組むとともに、消費者協会とも連携を強化し推進されたい。 

 

以上のとおり、『自然環境と調和する安全・安心なまち「美深」』における施策評価

は、Ａ評価が７施策、Ｂ評価は１施策であり、全８施策について良く取り組まれていると

評価する。 
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○ 資源をいかす活力に満ちたまち「美深」 

農業の振興では、国際情勢や食料消費構造の変化、環境問題等により厳しい農業環境とな

っている中、持続的に発展する美深農業を支えるため、土地改良事業、土壌改良、クラスタ

ー事業による生産基盤づくりを推進するとともに農地の流動化による有効活用や有休農地

の未然防止に努めている。 

長年にわたって重要な課題としている担い手の育成・確保については、関係機関との連携

や新規就農・後継者育成に取り組んでおり、引き続き進められたい。 

また、ヘルパー事業、人材派遣会社等の活用による労働力確保の取組みなど美深農業の課

題に対応する「がんばる美深農業！」を中心としたきめ細やかな施策と、食の安全に対する

消費者ニーズの高まりに応じたクリーン農業やＧＡＰ基準の取組み、販路拡大や地産地消

など、農地の保全、担い手対策、生産、販売まで総合的に事業が展開されていることは評価

できる。 

一方「家畜ふん尿処理事業」で整備した施設の老朽化が懸念される。引き続き環境に配慮

した適切な管理が求められる。 

林業の振興では、健全な森林は、林産業の振興だけではなく森林の持つ多面的機能である

地球温暖化防止や治水機能強化など果たす役割は極めて大きい。しかしながら、その効果は

数値や実際の目視は確認できなく事業評価は難しい。 

今後の林業施策は、森林環境譲与税やＪクレジットの運用、森林認証による画一的な林地

管理により、水源の涵養や災害対策、地球温暖化防止など一層の環境機能保全が推進されと

ともに、担い手対策としての財源確保や林産業振興として期待される。 

また、ハードとしての「保育～伐採～造林」作業を繰り返し行い健全な森づくり継続して

推進していること、ソフトとしての多くの参加者をみた開拓１２０年記念植樹祭など町民

の緑化意識の高揚など一体的な事業の取り組みを評価する。 

商工業の振興では、商工業活性化支援事業として夜市やサマーセール、プレミアム商品

券発行の事業展開では一定程度評価するが、その中でも平成２０年度から継続実施してい

るプレミアム商品券については効果分析などの細かい検証が必要と思われる。また、これ

らの支援事業を受け、商工業者側においてもＰＲや営業向上の取り組みを行うことが重要

と思われる。 

快適な住まい環境と商工業振興事業については、町民に定着し利用がなされ地元建設業

や関連業界などと連携し事業効果が現れていると思われる。 

また、企業誘致促進事業については、妥当性は認識するが誘致活動やＰＲ状況が見えて

来なく総体的には厳しい評価となってしまう。しかしながら、商工業の活動支援や活性化

推進など商工業振興の施策事業としては評価すべき点も多く全体ではＢ評価とする。 

観光の振興では、観光協会を中心に、新たな地域おこし協力隊の配置や各協議会等との

連携、トロッコ王国乗者数増、広域的取り組みなど地域観光資源を活かした情報発信から

事業を展開していることは高く評価できる。 

観光施設運営事業では、アイランドを中心とした拠点施設整備については「美深の顔」と

して引き続き施設環境の充実を図っていくことが重要であると思われるが、ソフト面の経

営では努力すべき点も多々ある。 
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チョウザメ振興事業については、施設建設が２年目となり計画に沿って財源を確保し推

進している。また、ソフト面では稚魚の購入事業に多く投資し将来に向け環境を整えてい

るが、飼育技術が確立されていなく稚魚生存率が安定していないなどの課題もあり総合的

にはＢ評価とする。 

新たな地場産業の創出では、本年度は、新たな特産品開発はないものの「かぼちゃどぶろ

く美深」・「かぼちゃあまざけ美深」の商品が販売されおり、引き続きＰＲ活動と合わせた

取り組みを期待する。また、新たな特産品開発を目指した協力・支援体制を継続することも

重要と思れる。 

担い手の育成確保については、チャレンジ新制度を設け取り組み支援体制の充実を図る

など評価するところである。しかしながら、経営者の高齢化や担い手不足は待ったなしの課

題であり、経営の安定化・自立支援・人材育成等複合的に事業を強化推進し、町内外の担い

手希望者とのマッチングなど関係機関と連携した体制整備を持続的に図っていかなければ

ならない。                                   

就労対策・勤労者福祉の充実では、求職者等の技術向上や資格取得を誘導し安定的な雇

用につながる支援対策として継続して進める必要があり関係機関と連携しながら取り組む

必要がある。 

労働者福祉支援事業としての勤労者福祉資金預託金は、民間融資が低利のため近年は利

用がないが労働者が安心して利用できる制度として必要と思われるとともに融資制度のＰ

Ｒ活動の取り組みも重要と思われる。また、全労働者の環境改善に向けた連合美深の活動

に対する補助金については、労働環境の充実を図る上でも取り組んでいく必要がある。 

以上のとおり、『資源をいかす活力に満ちたまち「びふか」』における施策は、Ａ評価が

２施策、Ｂ評価が４施策であり、全６施策はほぼ取り組まれていると評価する。 

以上、産業経済部会の行政評価報告とする。 

 

○ 次代を創る人を育てるまち「美深」 

幼児教育の充実では、全国的に待機児童が問題になる中、美深町では入園を希望する

０歳～５歳児の入園状況が１００％対応できており高く評価できる。幼児センターの改

修も２ヵ年で計画的に実施しており、子どもたちが安心して過ごせる環境整備は高く評

価できる。 

学校教育の充実では、仁宇布山村留学、仁宇布小中学校の建て替えは町民も関心が高

い。地元の子供が少ない中、山村留学を通じて都市部の子供たちが仁宇布地区での特色

ある教育を受けられることは素晴らしいことである。学校を建て替えることは、山村留

学親子、学校教職員・家族、仁宇布地区の存続にも関わることなので、積極的にＰＲをし

ていただき、児童・生徒の募集を図られたい。校舎の改築だけはなく、教員住宅、山村留

学親子の住宅も整備できれば、もっと児童・生徒の数も増えると思われる。 

この数年間、美深高校の卒業後の支援制度や通学支援補助が充実している。 生徒の目

的に合わせた丁寧な学習指導や進路指導も行ってくれる。その部分を宣伝できれば、町

外からの入学者も更に増えると思う。 

家庭・地域教育の充実では、地域の教育力向上として町の中にある身近な生活圏の仕
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事、商店街の仕事をもっと子供たちに実演やお話ができる学習ができないか（ガソリン

スタンド、クリーニング店、冠婚葬祭など）。「地元の商店街のおじさん」たちがレクチ

ャーしてくれれば、子どもたちも学習に興味を持ってくれるのでは。  

子ども１１０番の家が何処にあるか、子どもたちは把握しているか。都会では登下校

の時間に併せて散歩や買い物に出ようという取り組みがあった。不審者の情報などは、

スマホのアプリで情報が流れてくるようになった。 

登下校時に発生した地震などの対応をどうするか、誰が指示をするか、学校と地域の

連絡体制も重要では。学校では非常事態発生時には全ての家庭に子どもの安否を確認す

るが、緊急的な災害発生時には『自分の命は自分で守る』指導も図られたい。 

社会教育の充実では、長年続いたフロンティアアドベンチャーが開催できなかったこ

とは残念であり美深町が誇る歴史ある社会教育事業であり、寂しい印象を受ける。自然

体験事業も良いが、ぜひ再開してほしい事業である。図書室は、暑い夏でも冷房があり快

適である。 

芸術・文化活動の推進では、近年、アイヌの文化などの関心が高まっているが、先に

郷土資料室の改修を行ったものの、町民がなかなか見に行かない印象があり、ＰＲを進

めてほしい。伝承遊学館は国道から目立つ位置にあり、施設を改修して郷土資料をまと

めて展示してはどうか、という意見や、現在の資料室を改造して親子で遊べる場所にで

きないか、といった意見もあった。また、資料室は見せ方の工夫も大切であり、文化財を

どうとらえていくか、展示をするだけという考え方を改めてみてはどうか、という意見

もあった。 

スポーツ活動の推進では、スキー場の花畑は、土質も悪く花が咲かなくて苦労している

ように思われる。トンネル工事前の土なら良かったが、今の表土では絶対に育たないので、

土質改善できないか。花が咲かないのであれば、思い切って止めるわけにはいかないのか、

という意見もあった。スキー場頂上からの見晴らしが良い。あそこに展望台をつくり美深

町の景観を観光名所にしてみてはどうか。 

エアリアルは競技人口が少ない中、美深の選手も少なくなっており、選手育成に大変苦

労している。エアリアルコースは施設としては完璧であり、海外チームからの評価も高い。 

夏場のウォータージャンプの練習も重要であるが、施設整備ができなかった。こどもス

ポーツ未来基金は、遠征費が多額の中、父兄は非常に助かっている。 

 

以上のとおり、『次代を創る人を育てるまち「美深」』における施策評価は、昨年度は

全６施策中全てがＡ評価であったが、本年度は２施策がＢ評価となった。一部の事業に

おいて課題があり、今後もこれらの事業の改善を期待したい。 

 

○ 健康で明るく暮らせるまち「美深」 

健康づくり・医療の充実では、美深町の各種検診事業は、保健センターを中心に大変

良く取り組まれている。美深厚生病院の外来患者数、入院患者数も減少傾向にある。町

としても年に１回の運営委員会の中で、厚生連本部とも連携し運営に関する意見反映を

行っているということだが、町民で組織する厚生病院の第三者委員会などを設置し、も
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う少し踏み込んだ提案をしながら、利用者から選ばれる病院経営を目指して欲しい。 

厚生病院で行っているリハビリテーションも、内容を見直し充実してはどうか。実際

利用してみると自宅でもできる簡単なメニューである。利用者からは施設面ではなくソ

フト面の強化が求められている。昨年秋から内科の常駐医が増えて大変評判が良い。 

瀬尾病院については患者対応も親切であり非常に努力されているが今後が心配である。 

昨年に引き続き厚生病院の経営改善が見られないため全体評価はＢ評価とする。 

子育て支援の充実は、美深町の子育て支援については、国・道の制度に美深町独自の

上乗せもあり、子育て世代には評判も良く大変高く評価でき、今後も継続願いたい。 

不妊治療助成により、こどもが１人でも生まれることはとても貴重なことである。道・

町の補助額にも限度額があり、複数回受診するなど治療方法によっては負担額が高額に

なるケースもあるが、全体的な事業評価は高く（関連して『まち・ひと・しごと総合戦

略』に関する評価もＢ評価からＡ評価とする。）把握が難しい情報ではあるが、悩みを

抱えた夫婦に対して、町としても上手く制度をＰＲし、補助金の活用を広めて頂きたい。 

高齢者支援の充実は、昨年９月のブラックアウトの際、見守りが必要な独居高齢者に

対する町の迅速な対応は素晴らしかった。災害時は臨機応変な対応が必要であり、お世

話になった地域住民は感謝している。高齢者対策と併せて、災害時の情報伝達の周知方

法の徹底を。停電時は防災情報端末機が使えなくなるので、地域コミセンに行けば随時

役場からの情報が掲示板に張り出されているなど、正確な情報伝達が必要である。 

緊急時の１１０番、１１９番通報を防災情報端末機からも通報できる改修をお願いし

たい。除雪サービス事業は、担い手の確保対策に課題を抱えながらも高齢者は大変助か

っている。 

特別養護老人ホームは建設から３２年が経過し老朽化が進んでいる。また、洪水ハザ

ードマップでは町内で一番危険な区域にも指定されている。利用者の生活、地域性から

も特養建設は喫緊の課題である。実際の建設までには数年要するため、早急に行政と美

深福祉会の協議を進められたい。 

障がい者支援の充実は、障がい者の就労支援は、美深福祉会を中心として、多機能事

業所のぞみ（通所）、重度の方は障害者支援施設「はれる」に住み込む形で行われてい

る。町内１０棟のグループホームを活用し約６０名の利用者の方が各地域で自立した  

生活をされており、障がい者支援は充実しておりＡ評価とする。 

地域福祉の充実は、地域福祉を担う社会福祉協議会などの団体に対する補助金中心

の内容であり、昨年度は新規事業として全町シニア元気アップフェスタも開催された。 

今後も高齢者が増える中で、質を落とさないよう引き続き取り組みを継続されたい。 

社会保障の充実は、法定業務として問題なく取り組んでおりＡ評価とする。付するべ

き意見は特になし。 

 

以上のとおり、『健康で明るく暮らせるまち「美深」』における施策評価は、Ａ評価

が５施策、Ｂ評価は１施策、全６施策を通して高評価であり、維持継続を期待する。 

「福祉の町」として町民ニーズに対応し、大変良く取り組まれていると評価する。 

以上、福祉教育部会の行政評価報告とする。 
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○ みんなでつくる心かようまち「美深」 

住民主体のまちづくりの推進では、地域おこし協力隊員について、任期満了後の定住

化につながっており、受け入れの成果が出ている。また、集落支援員についても、ハー

ブ講座等の開設や農業支援塾の運営など専門性を活かした事業の推進を担っており、今

後もその活躍に期待する。 

地域人材育成事業では、若い世代での活用が図られており、今後の活動に期待が持て

ることから、今後も積極的な PRを図り事業を推進されたい。 

宅配サービスを行うニューパブリック協議会では、高齢者の買い物支援について広く

周知され、毎年新たな登録者が一定数おり、高齢者世帯にとって欠かせないサービスと

なっている。 

広報広聴活動の充実では、広報誌のカラー化や読みやすい紙面づくりにより効果的な

行政情報の提供がなされているほか、定期的な懇談会等の開催や地域担当員制度の活用

により、地域課題や住民の声を直接聞く機会が設けられているものと評価する。 

コミュニティ活動の充実では、コミュニティ活動の推進について、各自治会共通の課

題である役員の担い手不足やリーダーの育成を図るには、行政による一定の支援は引き

続き必要であり、自治会活動を停滞させないことが重要である。 

今後は、各自治会で策定した地域計画をより推進するために、地域創生元気づくり交

付金を有効に活用し、自治会の課題解消に向けた取り組みが必要である。 

コミュニティ活動の支援では、団体、グループなど様々な地域集団での活性化事業の

活用がなされ、地域の活性化に結びついているものと考える。 

地域集会施設等の充実では、老朽化による修繕等について継続して対応されている。

今後も、指定管理者と協議し実態を把握しながら、維持管理に必要な改修を進められた

い。また、地域住民の高齢化が進む中で、それらに対応した施設の整備も求められてお

り、将来に向けて検討されたい。 

男女共同参画の推進では、男女共同参画意識の高揚について、行政の各種委員や自治

会行事などに女性の参加は以前より多く見られることから、意識は高まりつつある思わ

れ、今年度の町議会議員選挙において、２名の女性議員の誕生につながったものと思う。 

地域的にも女性の活躍は大きく、縁の下の力持ち的な人たちが多く、自治会にとって

もなくてはならない存在であり、もっと表舞台に出る場面を作る必要があり、女性の意

識づくり含めて更なる取り組みが必要。 

男女共同参画社会の促進では、一層の啓発活動の充実と女性の積極的な参加を期待す

る。 

交流活動の推進では、地域間交流活動の推進や姉妹町添田町との交流活動において、

若い世代の町民の参加が増え、今後につながっていくものと期待する。 

産学官連携事業では、成果をあげている北海道大学との連携を更に進められたい。 

また、国際交流活動の推進では、国際友好都市のアシュクラフト村との積極的な相互

交流は現状難しいが、定期的に連絡を取り合いながら、今後についても協議されたい。 

インバウンド事業の推進については、台湾の高校生の受入を継続し、美深高校生との

交流活動を推進されたい。 
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ふるさと交流事業では、札幌美深会において冬期間の開催から夏の開催に変更したこ

とにより参加しやすい状況となった。一方で、ふるさと会における会員の高齢化や若い

人の参加が進んでいないことから、様々な機会を活用して若い世代の美深町出身者への

呼びかけや参加しやすい体制を検討する必要がある。 

行政経営の充実では、効率的な行政経営について、ＯＡシステムによる効率化や情報

共有が図られている。また、健全な財政基盤の確保の面では、収納率の向上やふるさと

納税制度の推進など成果を上げているものと評価する。今後もふるさと納税におけるメ

ニューの検討や、納税者サービスの向上を図るための納税環境の整備についても引き続

き検討されたい。 

なお、役場庁舎の建替え計画については大きな進展はない。災害時の本部機能を果た

す重要な役割をもつことから、災害に強い庁舎の確立に向けた計画を推進する必要があ

る。 

職員住宅についても老朽化が著しいことから、整備や運営方法等について様々な検討

を行い、計画的な整備が必要である。 

職員の研修事業については、引き続き資質向上を図ることからも積極的に推進された

い。 

 

 

以上のとおり、『みんなでつくる心かようまち「美深」』における施策評価は、Ａ評価

が３施策、B評価は２施策、全５施策については概ね取り組まれていると評価する。 

 

 

以上、平成３０年度行政報告とする。 
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美深町行政評価報告書 

 

 

 

付属資料 



平成30年度事業～行政評価事業一覧

28 35 5

担当

評価
結果

妥当性 有効性 方向性 事　務・事　業　名 グループ あり方 手　法

１
環境保全・環境衛生の
推進

（１） 環境保全の推進 A B B 1-1-1 101 新エネルギー普及事業 0 企画 継続 B B A A A B 現状
維持

直営

（２） 生活環境対策の充実 1-1-2 102 びふか葬苑等運営事業 8,341 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

委託

1-1-2 104 有害鳥獣捕獲等事業 7,475 生活環境 継続 A A A A B 現状
維持

民営化

（３） 水道の整備 1-1-3 105 北部簡易水道事業 10,029 水道住宅 継続 B B B A C 現状
維持

直営

1-1-3 106 中央簡易水道事業 832 水道住宅 継続 A B B A B 現状
維持

直営

1-1-3 107 水道設備等工事（中央簡水分） 30,488 水道住宅 継続 A B B B A 現状
維持

直営

1-1-3 108 導水管・配水管改良工事 11,578 水道住宅 継続 A A B A A 現状
維持

直営

（４） 下水道等の整備 1-1-4 109 下水道維持管理事業 63,611 水道住宅 継続 A A B A B 現状
維持

直営

1-1-4 110 下水道事業繰出金 152,126 水道住宅 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（５） ごみ処理体制の充実・し尿処理体制の確保 A A A 1-1-5 112 循環型社会推進事業 98,559 生活環境 継続 A A A A B 現状
維持

委託

（１） 公共交通の充実 A A A 1-2-1 119 公共交通活性化協議会交付金 707 企画 継続 B B A B A B 現状
維持

民営化

1-2-1 118 交通ターミナル管理事業 6,223 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

委託

1-2-1 120 地域公共交通運行事業 23,123 生活環境 継続 B A B C A B 現状
維持

民営化

（２） 道路整備の推進 1-2-2 124 橋梁長寿命化事業 46,256 建設林務 継続 B A A A B 現状
維持

直営

1-2-2 125 町道施設整備事業 43,061 建設林務 継続 A A A A B 現状
維持

直営

1-2-2 128 道路台帳管理業務 972 建設林務 継続 A A A A A 現状
維持

直営

1-2-2 168 7線道路改良工事 61,560 建設林務 継続 A A A A A 完了 直営

1-2-2 171 8線道路改良工事　※H30事業費なし　① 0 建設林務

（３） 人にやさしい道づくり 1-2-3 129 住宅地区道路整備事業 20,000 建設林務 継続 B A A A B 現状
維持

直営

1-2-3 130 雪寒機械更新事業 28,188 建設林務 継続 A B A A B 現状
維持

直営

３ 住宅の整備 （１） 美深町住生活基本計画の推進 B B B 1-3-1 172 住環境整備推進事業　※H30事業費なし　② 建設林務

（２） 公営住宅等の充実 B A B 1-3-2 134 公営住宅長寿命化事業 44,611 水道住宅 継続 B B B B A B 現状
維持

直営

（３） 移住住宅の推進 A B B 1-3-3 135 移住定住推進対策事業 850 企画 継続 A A A B B B 現状
維持

直営

（１） 計画的な土地利用の推進 A A A 1-4-1 136 土地利用計画　※H30事業費なし　② - -

（２） 町土の保全 A A A 1-4-2 137 町土の保全　　※H30事業費なし　② - -

（３） 市街地の整備 A A A 1-4-3 138 市街地の整備　※H30事業費なし　①② - -

（４） 公園・緑地の整備 1-4-4 139 河川環境整備事業 16,027 建設林務 継続 A B A B B 現状
維持

直営

1-4-4 141 公園施設管理事業 23,960 建設林務 継続 A A B A B 現状
維持

委託

（１） 消防・救急・救助体制の充実 1-5-1 143 事務組合負担金 176,781 消防 継続 A A B B B 現状
維持

広域化

1-5-1 144 自衛消防隊活動補助金 100 消防 継続 A A A A A 現状
維持

直営

1-5-1 169 消火栓更新 2,545 消防 継続 A A A A A 現状
維持

直営

1-5-1 173 消防指令装置・デジタル無線機器運営事業 4,917 消防 継続 A A - A A 現状
維持

広域化

（２） 消防団の充実 A A B 1-5-2 146 消防団活動費 8,711 消防 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（３） 総合的な防災体制の確立 1-5-3 147 美深町地域防災計画変更事業（No150へ統合）③ - -

1-5-3 148 防災端末機運営事業（No157へ統合）③ - -

1-5-3 149 北海道総合行政情報ネットワーク機器更新（No157へ統合）③ - -

（４） 地域での防災体制の強化 A B A 1-5-4 150 防災体制強化事業 3,984 総務 継続 B A A A B 拡大 直営

（１） 交通安全・防犯対策推進体制の強化 A B A 1-6-1 151 地域安全対策推進事業 1,653 生活環境 継続 A A A A B 現状
維持

民営化

（２） 交通安全対策の推進 A B A 1-6-2 152 交通安全推進事業 1,840 生活環境 継続 A A A B B 現状
維持

直営

（３） 防犯対策の推進 1-6-3 153 街灯等維持費負担事業 5,657 生活環境 継続 A A B A B 現状
維持

民営化

1-6-3 155 防犯対策推進事業 39 生活環境 継続 A A A B B 現状
維持

民営化

（１） 多様な情報提供の充実 - - - 1-7-1 156 旧難視聴対策施設撤去事業（H23完了)　④ - -

（２） 高速情報通信網の活用 A A A 1-7-2 157 地域情報通信システム運営事業 23,273 総務 継続 A B B A B 拡大 直営

（３） 情報セキュリティ対策の強化 A A B 1-7-3 161 情報セキュリティ対策強化事業（No.513へ統合）③ - -

（１） 消費生活相談体制の強化 A A A 1-8-1 158 消費生活相談等事業 377 生活環境 継続 B A A A B 現状
維持

広域化

（２） 消費生活に関する情報提供・啓発活動の推進 - - - 1-8-2 159 消費者保護推進事業（No.158へ統合）③ - -

（３） 消費者団体への支援 - - - 1-8-3 160 消費者団体支援事業（No.158へ統合）③ - -
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「
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深
」

８ 消費生活対策の推進

２ 道路・交通網等の整備

４ 計画的な土地利用

５ 消防・防災体制の充実

６

A

B

1

交通安全・防犯対策の
推進

７ 情報化の推進

H30総計
実績額
（千円）

平成３０年度「事業費なし」の事務事業の位置付け

　① 「事業費なし」だが、次年度以降、必要に応じて予算化が計画される事業。

　② 「事業費なし」(又は別事業で計上)だが、今後も事務事業の現状分析を行っていく事業。

　③ 他の事業へ統合済みの事業。

　④ 既に完了した事業。

1



平成30年度事業～行政評価事業一覧

17 50 15

担当

評価
結果

妥当性 有効性 方向性 事　務・事　業　名 グループ あり方 手　法

2 １ 農業の振興 （１） 環境と調和した安全・安心な農業の推進 2-1-1 201 クリーン農業推進事業 12,741 農業 継続 A A B B B 現状
維持

その他

2-1-1 203 中山間地域等直接支払事業 5,582 農業 継続 A A A A B 現状
維持

その他

2-1-1 204 土づくり推進事業 352 振興Ｃ 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-1-1 206 農業用廃プラスチック等適正処理事業 578 農業 継続 B B B A B 現状
維持

その他

2-1-1 207 多面的機能支払交付金事業 38,942 農業 継続 A A B B B 現状
維持

その他

（２） 生産性の向上と高付加価値化の推進 2-1-2 208 稲作振興事業 138 農業 継続 A A A A A 現状
維持

その他

2-1-2 209 家畜防疫推進事業 497 農業 継続 B A A A B 現状
維持

その他

2-1-2 210 小規模土地改良事業 1,782 建設林務 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-1-2 211 草地整備改良等事業 6,477 農業 継続 A B A A B 現状
維持

直営

2-1-2 212 畜産振興事業 2,147 農業 継続 B A A A B 現状
維持

その他

2-1-2 215 土地改良区運営費補助 3,029 建設林務 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-1-2 216 農業振興センター管理運営事業 4,205 振興Ｃ 継続 B B A B A B 現状
維持

直営

2-1-2 217 農畜産物等販路拡大ＰＲ事業 3,500 農業 継続 B B A B B B 現状
維持

民営化

2-1-2 218 畑作振興事業 15,710 農業 継続 A A B A B 現状
維持

その他

2-1-2 221 酪農振興事業 7,981 農業 継続 B A A A B 現状
維持

その他

2-1-2 256 農業農村整備事業(道営) 60,662 建設林務 継続 B A A A B 現状
維持

その他

2-1-2 257 経営所得安定対策直接支払推進事業補助 1,627 農業 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-1-2 263 畜産クラスター関連推進事業　※H30総合計画未搭載 農業 新規 B B B B B 現状
維持

その他

（３） 担い手の育成確保とゆとりある農業の推進 2-1-3 222 新規就農者補助事業 10,701 農業 継続 A A A B A B 現状
維持

直営

2-1-3 223 担い手育成・確保対策事業 7,624 農業 継続 A A A A A B 現状
維持

直営

2-1-3 224 地域担い手育成総合支援協議会運営事業負担 1,200 農業 継続 A A - A B 現状
維持

その他

2-1-3 225 農業経営金融対策事業 1,236 農業 継続 A A - A B 現状
維持

直営

2-1-3 226 農業雇用確保対策事業 1,563 農業 継続 B B B B B 現状
維持

その他

2-1-3 227 農業後継者育成事業 1,672 農業委員会 継続 B A A B A B 現状
維持

直営

（４） 優良農地の確保と農用地の有効利用 2-1-4 229 農用地利用改善事業 899 農業 継続 B A A A B 現状
維持

直営

2-1-4 258 農地集積協力金交付事業 0 農業 継続 A A A A A 現状
維持

直営

２ 林業の振興 （１） 森林資源の保全と育成 2-2-1 230 森林整備地域活動支援交付金事業 0 建設林務 継続 - - - - - 休止 その他

2-2-1 232 町有林造林保育事業 20,822 建設林務 継続 B A B B B 現状
維持

直営

2-2-1 233 未来をつなぐ森づくり推進事業 5,848 建設林務 継続 A A A B B 現状
維持

直営

2-2-1 234 林業経営強化事業 3,180 建設林務 継続 A A A A A B 現状
維持

直営

（２） 林業経営の安定化 2-2-2 236 森林作業員長期就労促進事業 314 建設林務 継続 A A A A A 現状
維持

直営

2-2-2 237 林道網整備事業 1,325 建設林務 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（３） 快適な森林空間の整備 A A A 2-2-3 238 緑化推進事業（植樹祭） 2,344 建設林務 継続 A A A A B 現状
維持

その他

（４） 林産業の振興 A A A 2-2-4 - 林産業の振興 ※H30事業費なし　①② - -

３ 商工業の振興 （１） 商工業活動の支援 2-3-1 239 商工業活動支援事業 33,789 企画 継続 B B A A A B 現状
維持

直営

2-3-1 241 中小企業支援事業 4,719 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

（２） 商工業の活性化の推進 2-3-2 244 商店街にぎわい再生推進事業 1,436 企画 継続 C A A B B 見直し 直営

2-3-2 259 快適な住まい環境と商工業振興事業 26,170 企画 継続 A A A A A B 現状
維持

直営

（３） 企業誘致の推進 A B B 2-3-3 246 企業誘致促進事業 0 企画 継続 B B B A B 現状
維持

直営

（１） 地域資源を活用した観光振興 2-4-1 247 観光ＰＲとイベント支援事業 8,469 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

2-4-1 248 観光施設運営事業 128,734 企画 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-4-1 249 魅力ある観光地づくり推進事業 2,035 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

2-4-1 261 チョウザメ振興事業（ハード） 195,628 企画 継続 B A A A A C 現状
維持

直営

2-4-1 264 チョウザメ振興事業（ソフト） 59,965 企画 新規 B B A A A C 現状
維持

直営

（２） 観光振興体制の充実 2-4-2 250 観光推進体制支援事業 16,905 企画 継続 A A A A B 現状
維持

直営

2-4-2 262 トロッコ王国施設整備事業 10,000 企画 新規 A A A A B 完了 直営

（１） 地場産業創出の推進 A A B 2-5-1 251 産業活動支援事業 0 企画 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（２） 地場産業推進体制の充実 2-5-2 252 起業家育成支援事業 0 企画 継続 C C B A B C 見直
改善

直営

2-5-2 260 商工業担い手支援事業 19,048 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

６
就労対策・勤労者福祉
の充実

（１） 雇用の確保と安定 A B B 2-6-1 253 職業能力向上支援事業 322 企画 継続 B A B A B 現状
維持

直営

（２） 労働環境の充実 A B B 2-6-2 255 労働者福祉支援事業 5,370 企画 継続 B B B B B 現状
維持

直営

737,268
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　④ 既に完了した事業。

課題
等

有効
性

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価 ２ 次 評 価

A A B

A B B

政  策  (中項目） 主  要  施　策  (小項目）

A A A

新たな地場産業の創出

B

資
源
を
い
か
す
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
「
美
深
」

４ 観光の振興

５

H30総計
実績額
（千円）

平成３０年度「事業費なし」の事務事業の位置付け

　① 「事業費なし」だが、次年度以降、必要に応じて予算化が計画される事業。

　② 「事業費なし」(又は別事業で計上)だが、今後も事務事業の現状分析を行っていく事業。

　③ 他の事業へ統合済みの事業。
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担当

評価
結果

妥当性 有効性 方向性 事　務・事　業　名 グループ あり方 手　法

（１） 幼児センター運営の充実 3-1-1 301 幼児センター運営事業 55,518 幼児センター 継続 A A B A B 現状
維持

直営

3-1-1 341 幼児センター施設等補修事業 72,900 幼児センター 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（２） 子育て支援事業の充実 A A A 3-1-2 302 子育て支援事業 2,668 幼児センター 継続 A A A A A 現状
維持

直営

（１） 特色ある教育活動の充実 3-2-1 303 山村留学制度推進事業 5,760 教育 継続 B B B A B 現状
維持

直営

3-2-1 304 青少年教育交流事業 350 教育 継続 A B B B B 現状
維持

直営

3-2-1 305 児童生徒就学支援事業 6,121 教育 継続 A A A A A 現状
維持

直営

（２） 教育課程の充実 3-2-2 307 英語教育推進事業 8,023 教育 継続 A A B A B 拡大 直営

3-2-2 308 教育活動・研究推進事業 2,376 教育 継続 A A A A A 現状
維持

直営

（３） 児童・生徒の健康と安全確保 3-2-3 310 スクールバス事業 25,372 教育 継続 B B B B B 現状
維持

委託

3-2-3 311 学校給食事業(食育推進事業) 48,997 教育 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（４） 教育環境の充実 3-2-4 312 学校施設整備事業　※H30総合計画未搭載 教育 継続 B A B A B 現状
維持

直営

3-2-4 313 教育環境整備事業 8,884 教育 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（５） 特別支援教育の充実 A A A 3-2-5 316 特別支援教育等推進事業 3,316 教育 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（６） 高等学校教育の充実 B A A 3-2-6 317 高校学校教育推進事業 13,258 教育 継続 A A B B A B 現状
維持

直営

（１） 家庭教育に関する学習機会・情報の提供 B B B 3-3-1 319 家庭教育推進事業 57 教育 継続 A B B B B 現状
維持

直営

（２） 地域の教育力向上に向けた活動の促進 A B A 3-3-2 320 地域支援事業 300 教育 継続 B A A B B 現状
維持

直営

（３） 子どもたちの居場所づくりの推進 A A B 3-3-3 321 放課後健全育成事業 8,491 教育 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（４） 子どもたちを見守る体制づくり A B A 3-3-4 323 子ども安全推進事業※H30事業費なし　② 教育 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（１） 生涯各期における学習機会の充実 3-4-1 324 各種学級・講座開設事業 686 教育 継続 B A B A B 現状
維持

直営

3-4-1 325 公民館事業 540 教育 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（２） 青少年、各団体の育成・支援 3-4-2 326 社会教育団体育成事業 1,900 教育 継続 B A A A B 現状
維持

その他

3-4-2 327 青少年自然体験事業 0 教育 継続 - C C - C C 見直
改善

その他

（３） 人材育成の充実 B B B 3-4-3 328 社会教育指導体制整備事業 39 教育 継続 A B - A B 現状
維持

直営

（４） 社会教育施設の充実 B B B 3-4-4 329 図書室運営事業 8,200 教育 継続 B B B B B 現状
維持

直営

５ 芸術・文化活動の推進 （１） 文化活動への参加機会と芸術文化鑑賞機会の充実 3-5-1 330 芸術鑑賞事業 12,990 教育 継続 A A B A B 現状
維持

直営

3-5-1 332 文化会館改修事業 20,338 教育 継続 A B B B B 現状
維持

直営

（２） 文化財や郷土資料の保護・伝承とその活用促進 3-5-2 333 郷土資料室展示事業 400 教育 継続 B A B B B 現状
維持

直営

3-5-2 334 文化財保存事業 1,351 教育 継続 B A B A B 現状
維持

直営

６ スポーツ活動の推進 （１） 生涯スポーツ活動の推進 3-6-1 335 エアリアル推進事業 3,827 教育 継続 B A A B A B 現状
維持

その他

3-6-1 336 スポーツ振興事業 1,238 教育 継続 B A A A B 現状
維持

直営

3-6-1 337 スポーツ団体育成事業 3,179 教育 継続 B B B B B 現状
維持

民営化

3-6-1 343 こどもスポーツ未来基金事業 3,000 教育 継続 A A A B A B 現状
維持

その他

（２） スポーツ施設の充実 A A B 3-6-2 338 体育施設運営事業 65,281 教育 継続 A A A A B 現状
維持

委託

385,360

A

A

A

B

B

A

A

B B B

A B

A

A A A

B B A

A A A

A A A

経済
性

有効
性

課題
等

事業の方向性
総合
戦略

新･継
達成
状況

妥当
性

社会教育の充実

１ 幼児教育の充実 A

主  要  施　策  (小項目）

２ 学校教育の充実

２ 次 評 価

B A A

B

A A

A A

3

次
代
を
創
る
人
を
育
て
る
ま
ち
「
美
深
」

AA

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価

政  策  (中項目）

３ 家庭・地域教育の充実

４

H30総計
実績額
（千円）

平成３０年度「事業費なし」の事務事業の位置付け

　① 「事業費なし」だが、次年度以降、必要に応じて予算化が計画される事業。

　② 「事業費なし」(又は別事業で計上)だが、今後も事務事業の現状分析を行っていく事業。

　③ 他の事業へ統合済みの事業。

　④ 既に完了した事業。

事業№

１ 次 評 価

3



平成30年度事業～行政評価事業一覧

21 26 5

担当

評価
結果

妥当性 有効性 方向性 事　務・事　業　名 グループ あり方 手　法

（１） 健康づくりの積極的な推進 4-1-1 401 各種検診・予防保健対策事業 14,030 保健福祉 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

4-1-1 403 健康づくり・生活習慣病対策事業 37,843 保健福祉 継続 B A A A B 現状
維持

直営

4-1-1 406 母子保健対策事業 3,362 保健福祉 継続 A A A A A B 現状
維持

直営

（２） 地域医療の推進 4-1-2 408 地域医療・福祉体制整備事業 7,539 保健福祉 継続 A A A B A B 現状
維持

直営

4-1-2 410 美深厚生病院等運営支援事業 260,262 保健福祉 継続 A A B A B 現状
維持

民営化

２ 子育て支援の充実 （１） 子育て支援対策の充実 A B B 4-2-1 412 子育て環境体制等整備事業 310 保健福祉 継続 A A B B A B 現状
維持

直営

（２） 要保護児童等への対応の推進 A A B 4-2-2 414 障がい児母子通園療育指導訓練事業 2,369 保健福祉 継続 B A B A B 現状
維持

広域化

（３） 子育て世帯への経済的支援の充実 A A A 4-2-3 415 医療費助成事業 9,235 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

直営

A A A 4-2-3 417 児童手当等支給事業 39,405 保健福祉 継続 A A - A A 現状
維持

直営

（４） 児童養護施設への支援 - - - 4-2-4 420 美深育成園園舎改築支援補助事業（H23完了）④ - -

（１） 生きがいづくりと社会参加の促進 B B B 4-3-1 421 高齢者活動支援事業 11,953 保健福祉 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（２） 住みよいまちづくりの推進 A B B 4-3-2 425 高齢者等安心確保対策事業 2,795 保健福祉 継続 A A - A B 現状
維持

直営

（３） 高齢者サービス基盤整備の充実 A B B 4-3-3 427 高齢者介護サービス事業所等運営補助事業 11,622 保健福祉 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（４） 地域支援の充実 4-3-4 432 家族介護支援事業 1,911 保健福祉 継続 B A A A B 現状
維持

直営

4-3-4 433 介護予防・日常生活支援総合事業 13,024 保健福祉 継続 B A A A B 現状
維持

直営

4-3-4 434 高齢者等生活支援事業 9,518 保健福祉 継続 A A A B A B 現状
維持

委託

4-3-4 436 地域包括支援センター運営事業 17,359 保健福祉 継続 A A A A B 現状
維持

直営

4-3-4 465 ほっとプラザ☆スマイル運営事業 16,560 保健福祉 継続 B A B A B 現状
維持

その他

（５） 権利擁護事業の推進 A B B 4-3-5 - 権利擁護事業の推進※H30事業費なし　① - -

（６） 高齢者福祉施設の整備充実 - - - 4-3-6 467 美深町特別養護老人ホーム改修事業　※H30事業費なし ① 保健福祉 継続

（１） 障がい者福祉・医療の充実 A B B 4-4-1 440 障がい者福祉・医療体制充実事業 125,879 保健福祉 継続 B A B A B 現状
維持

直営

A A B 4-4-1 443 重度心身障害者医療給付事業 9,135 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

直営

（２） 自立・社会参加の促進 A A B 4-4-2 451 障がい者訓練等給付・地域生活支援事業 93,391 保健福祉 継続 B A B A B 現状
維持

直営

（１） 福祉意識の高揚 A B B 4-5-1 453 地域福祉推進事業 3,374 保健福祉 継続 A B B A B 現状
維持

民営化

（２） 社会福祉協議会、関係団体等の活動支援 A B B 4-5-2 454 地域福祉推進体制確保事業 13,578 保健福祉 継続 B B - A B 現状
維持

直営

６ 社会保障の充実 （１） 後期高齢者医療制度の円滑な運用 A A A 4-6-1 457 後期高齢者医療制度事業 97,022 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

広域化

（２） 介護保険制度の適正な運用 A A A 4-6-2 460 介護保険運営事業 92,060 保健福祉 継続 A A A A B 現状
維持

直営

（３） 国民健康保険の安定的な運営 A A A 4-6-3 462 国民健康保険運営事業 58,245 生活環境 継続 A A A A A 現状
維持

広域化

（４） 国民年金制度の周知・啓発 A A A 4-6-4 463 国民年金事務 5,311 生活環境 継続 A A A B B 現状
維持

直営

（５） 生活保護制度の適切な運用 A A A 4-6-5 464 生活保護費繰替金　※H30事業費なし ② - -

957,092

B

A

A

A

A

健
康
で
明
る
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
「
美
深
」

３ 高齢者支援の充実

４ 障がい者支援の充実

５ 地域福祉の充実

4

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価

A B

課題
等

事業の方向性

平成３０年度「事業費なし」の事務事業の位置付け

達成
状況

総合
戦略

１ 次 評 価
新･継

　③ 他の事業へ統合済みの事業。

B

A

２ 次 評 価

A B B

B

BA

政  策  (中項目）

１ 健康づくり・医療の充実

主  要  施　策  (小項目）

　④ 既に完了した事業。

H30総計
実績額
（千円）

経済
性

有効
性

　① 「事業費なし」だが、次年度以降、必要に応じて予算化が計画される事業。

　② 「事業費なし」(又は別事業で計上)だが、今後も事務事業の現状分析を行っていく事業。

妥当
性

事業№

4



平成30年度事業～行政評価事業一覧

16 24 8

担当

評価
結果

妥当性 有効性 方向性 事　務・事　業　名 グループ あり方 手　法

（１） 住民参画の促進 5-1-1 501 地域支援対策事業 15,989 企画 継続 B A A A A B 拡大 直営

5-1-1 502 地域人材育成事業 998 企画 継続 B B B B A B 現状
維持

直営

5-1-1 524 新しい公共事業交付金 1,067 企画 継続 A B B A A B 現状
維持

民営化

（２） 広報・広聴活動の充実 A B B 5-1-2 503 広報・広聴活動事業 3,879 企画 継続 A A B A B 現状
維持

直営

（３） 地域創造活動の推進 A B B 5-1-3 505 地域創造元気づくり交付金（No.506へ統合）③ - -

（４） 情報公開の推進 A A A 5-1-4 - 情報公開の推進　※H30事業費なし ② - -

（１） コミュニティ活動の推進 A B B 5-2-1 506 自治会活動推進事業 17,588 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

（２） コミュニティ活動の支援充実 A B A 5-2-2 507 地域活動活性化促進事業 865 企画 継続 B A B B A B 現状
維持

直営

（３） 地域集会施設等の充実 A B B 5-2-3 508 地域集会施設改修事業 1,350 企画 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（１） 男女共同参画意識の高揚 B B B 5-3-1 509 男女参画推進事業 0 教育 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（２） 男女共同参画社会の促進 B B B 5-3-2 525 男女共同参画社会の促進 ※H30事業費なし　② 教育 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（１） 地域間交流活動の推進 5-4-1 510 地域交流促進事業 2,745 企画 継続 B A B B A B 現状
維持

民営化

5-4-1 529 産学官連携活性化事業 2,000 企画 継続 B A A A A B 現状
維持

直営

（２） 国際交流活動の推進 B B B 5-4-2 511 国際交流推進事業 企画 継続 B B B B B 現状
維持

直営

（３） ふるさと会活動の推進 A B B 5-4-3 512 ふるさと交流事業 1,567 企画 継続 B B B B B B 現状
維持

直営

（１） 効率的な行政経営 5-5-1 513 ＯＡシステム管理運営事業 22,031 総務 継続 A A B A B 拡大 直営

5-5-1 528 土地基盤情報整備事業 5,723 総務 新規 A A - A A 現状
維持

委託

A A A 5-5-1 514 戸籍住民基本台帳事業 257 生活環境 継続 A A A A B 現状
維持

直営

5-5-1 515 行政改革進行管理業務　※H30総計事業計画未搭載 962 企画 継続 B A A A B 現状
維持

直営

5-5-1 526 総合計画進行管理・行政評価事業 5,879 企画 継続 B A A A B 現状
維持

直営

（２） 健全な財政基盤の確保 A A A 5-5-2 518 適正・公平な課税の推進 0 税務 継続 A A B A B 現状
維持

直営

5-5-2 520 役場庁舎改修事業　※H30総計事業計画未搭載 総務 継続 B A B A C 見直 直営

5-5-2 521 職員住宅建替事業　※H30事業費なし　① 総務 継続 D B - B C 見直
し

直営

5-5-2 530 ふるさと納税推進事業 32,235 総務 新規 B B A A B 拡大 委託

（３） 職員の資質向上 A B B 5-5-3 522 職員研修事業 2,697 総務 継続 A B B B B 拡大 直営

（４） 広域連携の推進 A B B 5-5-4 523 広域行政推進事業 661 企画 継続 A A A B B 現状
維持

直営

118,493

3,126,667

A

5

A A A

BBA

A B A

B

A

妥当
性

事業の方向性
経済
性

有効
性

課題
等

平成３０年度「事業費なし」の事務事業の位置付け

１ 次 評 価
総合
戦略

新･継
２ 次 評 価

　① 「事業費なし」だが、次年度以降、必要に応じて予算化が計画される事業。

　② 「事業費なし」(又は別事業で計上)だが、今後も事務事業の現状分析を行っていく事業。

　③ 他の事業へ統合済みの事業。

　④ 既に完了した事業。

行政経営の充実

基本目標
(大項目）

３ 次 評 価
達成
状況

５

政  策  (中項目）

４ 交流活動の推進

H30総計
実績額
（千円）

３ 男女共同参画の推進

１
住民主体のまちづくりの
推進

２ コミュニティ活動の充実

A

B

A A B

BB

主  要  施　策  (小項目）

A
み
ん
な
で
つ
く
る
心
か
よ
う
ま
ち
「
美
深
」

事業№

妥当性 有効性 方向性

88 57 50

81.5% 52.8% 46.3%

15 46 53

13.9% 42.6% 49.1%

0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

0 0 0

0.0% 0.0% 0.0%

5 5 5

4.5% 4.5% 4.6%

計 108 108 108

１施策で二つの評価を行っているものがあるた
め、主要施策数とは一致しない。

－

Ｄ

Ｃ

Ｂ

Ａ

２次評価集計

107 125 84 131 21

63.7% 74.4% 50.0% 78.0% 12.5%

56 41 72 35 139

33.3% 24.4% 42.9% 20.8% 82.7%

3 1 1 1 7

1.8% 0.6% 0.6% 0.6% 4.2%

1 0 0 0 0

0.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 11 1 1

0.6% 0.6% 6.5% 0.6% 0.6%

計 168 168 168 168 168

Ｄ

経済
性

Ｂ

Ｃ

有効
性

課題
等

－

Ａ

１次評価集計

達成
状況

妥当
性

１章 ２章 ３章 ４章 ５章

１次評価 35 50 33 26 24 168 事務事業

２次評価 28 17 20 21 16 102 主要施策

３次評価 8 6 6 6 5 31 施策

計

21

67.7%

10

32.3%

0

0.0%

0

0.0%

Ｃ

Ｄ

３次評価集計

Ａ

Ｂ
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